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１ 調査の目的 
 
調布市では，調布市総合計画に基づき，総合的かつ計画的なまちづくりを推進しています。平成 

１３年度から平成２４年度までを計画期間とする総合計画の終了に伴い，これを引き継ぎ発展させて

いくため，新たな総合計画（平成２５年度から平成３４年度）の策定に取り組みました。 
 平成２４年６月には，市議会の議決を経て，「みんなが笑顔でつながる・ぬくもりと輝きのまち調

布」をまちの将来像として掲げた新たな調布市基本構想を策定しました。また，この将来像の実現に

向け，基本的な施策の体系や各施策における主要事業の概要などを一体的に示す新たな調布市基本計

画（平成２５年度から平成３０年度）の策定に取り組みました。 
本調査は，新たな基本計画の検討内容などに関して，市民のみなさんの意識・行動等を把握し，計

画づくりと今後の市政運営に活用することを目的として行いました。 
 

２ 本報告書の特徴 
  
まちづくり指標の現状値を把握 

本報告書では，新たな基本計画に位置付けた施策等のうち，「防犯」「子ども・子育て支援」「健

康づくり」「生涯学習」「地域コミュニティ」「芸術・歴史文化」「市街地整備」「道路・交通」「人権・

男女共同参画」「参加と協働のまちづくり」の 10 分野に関して，市民の意識や行動を図る指標（ま

ちづくり指標）の現状値を把握・整理しています。 
新たな基本計画では，分野別計画の 31 施策について，施策の成果向上をはかるものさしとして

「まちづくり指標」を設定しています。この調査で把握した指標等の一部についても「まちづくり

指標」としています。今後の計画の推進にあたっては，これらのまちづくり指標等を定期的に把握

し，目標達成に向けた進行管理を行っていきます。 
 
新たな基本計画の重点プロジェクトに関する優先度を把握 
  新たな基本計画において，計画期間内に重点的に取り組むべきとして位置付けている「強いまち」

「安心して住み続けられるまち」「利便性が高く快適で豊かなまち」「うるおいのあるまち」の４つ

の重点プロジェクトに関し，優先的に実施すべき取組内容を把握しています。 
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３ 調査の内容（設問の構成） 
 

本調査は，「新たな基本計画」，「日ごろの意識や行動」，「国民体育大会・オリンピック」，「調布

のまちへの愛着・親しみ」の４区分から構成されおり，具体的な設問構成は以下の通りです。 

図表 設問の構成 

問 内 容 

基本計画 

まちづくり

指標 

報告書 

掲載頁 

「新たな基本計画」について  

1 「強いまち」づくりについて，今後の市の取組として，次のうちどれを優先的に取り

組むべきだと思いますか。 
 

2 「安心して住み続けられるまち」づくりについて，今後の市の取組として，次のうち

どれを優先的に取り組むべきだと思いますか。 
 

3 「利便性が高く快適で豊かなまち」づくりについて， 今後の市の取組として，次の

うちどれを優先的に取り組むべきだと思いますか。 
 

 

4 「うるおいのあるまち」づくりについて，今後の市の取組として，次のうちどれを優

先的に取り組むべきだと思いますか。 
 

ｐ14 

「日ごろの意識や行動」について  

5 「防犯」について，自分の住んでいる地域が治安の面で安心できると感じていますか。 ○ 

6 「子ども・子育て支援」について，地域の子どもの見守りを意識していますか。  

7 「子ども・子育て支援」について，児童虐待に関する相談をどこで受け付けているか

知っていますか。 
○ 

8 「健康づくり」について，健康ではりのある生活のため，趣味活動や地域活動などに

参加していますか。  
○ 

9 「健康づくり」について，定期的にがん検診を受けていますか。  
10 「健康づくり」について，どのようながん検診を，どのような場所で受けていますか。  
11 「生涯学習」について，この 1 年くらいの間に，生涯学習に取り組んだことがありま

すか。  

12 「生涯学習」について，生涯学習を通じて身につけた知識・技能をまちづくりや仲

間づくりなど自分以外のために生かしていますか。 ○ 

13 「地域コミュニティ」について，この 1 年間に地域の活動やイベントに参加したこと

がありますか。 
○ 

14 「地域コミュニティ」について，それはどのような団体のどのような活動ですか。  

15 「地域コミュニティ」について，「地区協議会」の取組をご存じですか。  

16 「地域コミュニティ」について，地域福祉センターやふれあいの家を利用されたこと

がありますか。 
 

17 「地域コミュニティ」について，地域福祉センターやふれあいの家を利用されていな

い理由は何ですか。 
 

18 「芸術・歴史文化」について，この 1年間に市内外を問わず，文化施設等で芸術文

化（音楽，演劇，美術，舞踊伝統芸能，映画など）の鑑賞や，自ら芸術文化活動を

行いましたか。 

 

19 「芸術・歴史文化」について，どこで芸術文化を鑑賞または芸術文化活動を行いまし

たか。 
○ 

20 「市街地整備」について，中心市街地（調布・布田・国領駅周辺）が魅力的であると

思いますか。また，中心市街地の魅力を高めるために必要なものは何だと思いますか。 
○ 

21 「市街地整備」について，深大寺周辺の景観が優れていると思いますか。 ○ 

22 「市街地整備」について，深大寺周辺で特に優れていると思う景観は何ですか。  

23 「市街地整備」について，普段利用する市内の駅周辺は，利便性が高いと思いますか。 ○ 

24 「道路・交通」について，普段利用する市内の道路が安全で快適であると思いますか。  

25 「人権・男女共同参画」について，いじめ・虐待・差別などの様々な人権問題につい

て関心がありますか。 
 

26 「人権・男女共同参画」について，女性に関することで，人権問題として早期に解決

すべきことはどのようなことだと思いますか。 
 

 

27 「人権・男女共同参画」について，調布市男女共同参画推進センターが市民プラザ

あくろす内にあることを知っていますか。 
○ 

ｐ18 
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問 内 容 

基本計画 

まちづくり

指標 

報告書 

掲載頁 

28 「人権・男女共同参画」について，家事や子育て，介護など家庭内での役割は男女が

ともに担う必要があると思いますか。 
○ 

29 「参加と協働のまちづくり」について，今後，市政・まちづくりに参加したいと思い

ますか。  

30 「参加と協働のまちづくり」について，どのような手法で参加できますか。また，ど

のような参加手法をとれば，より多くの市民の意見が行政に届きやすいと思います

か。 
 

31 「参加と協働のまちづくり」について，参加をしない・関心がない理由は，主にどの

ようなことですか。  

「国民体育大会・オリンピック」について  

32 「国民体育大会」について，「第 68 回国民体育大会・第 13 回全国障害者スポーツ大

会」（スポーツ祭東京 2013）が開催されることを知っていますか。 
 

33 「国民体育大会」について，開催をどのように知りましたか。  

34 「2020 年東京オリンピック招致」について，東京都が行っている 2020 年オリン

ピック・パラリンピック競技大会の招致活動において，東京スタジアム（味の素

スタジアム）が競技会場の候補になっていることを知っていますか。 

 

 

35 「2020 年東京オリンピック招致」について，2020 年オリンピック・パラリンピック

競技大会が東京で開催されることを希望しますか。 
 

ｐ52 

「調布のまちへの愛着・親しみ」について  

45 調布のまちに親しみや愛着を感じていますか。   
46 調布のまちに親しみや愛着を感じている理由は何ですか  

ｐ56 
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４ 調査方法及び調査期間 

(１) 調査対象者 

市内に在住する満 16 歳以上の市民を対象とし，住民基本台帳から，性別・年齢・地域構成に合

わせて，約 3,000 人を無作為に抽出しました。 

(２) 配布と回収 

郵送による調査票の配布，返信用封筒による回収を行いました。 

(３) 調査期間 

平成２４年１２月７日（金）～平成２４年１２月２７日（木） 
 

５ 回収の結果 
 
調査票の回収率は 42.5％であり，各属性の回収結果は以下の通りです。 

図表 属性ごとの回収結果 

対象者数注１） 配布数注２） 回収数 

属性 実数 

（人） 

構成比 

（％） 

実数（票）

（a） 

構成比 

（％） 

実数（票）

（b） 

構成比 

（％） 

回収率 
（％） 
（b/a）

総 数 189,793 100.0 3000 100.0 1,276 100.0 42.5
男性 93,133 49.1 1474 49.1 481 37.7 32.6
女性 96,660 50.9 1526 50.9 781 61.2 51.2

性 

別 

無回答 － － － － 14 1.1 －

16～19 歳 7,343 3.9 116 3.9 30 2.4 25.9
20～29 歳 27,490 14.5 434 14.5 99 7.8 22.8
30～39 歳 36,646 19.3 580 19.3 190 14.9 32.8
40～49 歳 36,621 19.3 581 19.4 246 19.3 42.3
50～59 歳 24,339 12.8 389 13.0 190 14.9 48.8
60～69 歳 25,451 13.4 405 13.5 223 17.5 55.1
70 歳以上 31,903 16.8 495 16.5 294 23.0 59.4

年 

齢 

無回答 － － － － 4 0.3 －

東部地域 46,443 24.5 736 24.5 272 21.3 37.0
北部地域 41,113 21.7 653 21.8 297 23.3 45.5
南部地域 

（中心市街地） 

29,874 15.7 471 15.7 202 15.8 42.9

南部地域 

（中心市街地以外） 

38,538 20.3 602 20.1 259 20.3 43.0

西部地域 33,825 17.8 538 17.9 237 18.5 44.1

地 

域 

無回答 － － － － 9 0.7 －

注１）平成 24 年１0 月１日現在の 16 歳以上の住民基本台帳登録者数。 

２）宛名不明等の理由により，差し戻された分を除いた値。 
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６ 地域区分 
 
本調査における地域区分は，以下の通りです。 

図表 各地域の位置と対象となる町丁目 

 
 

１ 東部地域 ２ 北部地域 
３ 南部地域 

（中心市街地） 

４ 南部地域 

（中心市街地以外） 
５ 西部地域 

菊野台１～３丁目 

東つつじケ丘１～３丁目 

西つつじケ丘１～４丁目 

入間町１～３丁目 

仙川町１～３丁目 

緑ケ丘１～２丁目 

若葉町１～３丁目 

佐須町１～５丁目 

柴崎１～２丁目 

調布ケ丘３～４丁目

深大寺元町１～５丁目

深大寺北町１～７丁目

深大寺東町１～８丁目

深大寺南町１～５丁目

小島町１～２丁目 

布田１～４丁目 

国領町１～５･８丁目

小島町３丁目 

布田５～６丁目 

国領町６～７丁目 

染地１～３丁目 

多摩川３～７丁目 

調布ケ丘１～２丁目 

八雲台１～２丁目 

飛田給１～３丁目 

上石原１～３丁目 

富士見町１～４丁目

下石原１～３丁目 

多摩川１～２丁目 

野水１～２丁目 

西町 

 
 

南部地域

南部地域 

（中心市街地）

東部地域

北部地域

西部地域 

中央自動車道 

国道 20号

京王線 
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７ 報告書を見る際の注意事項 

(１) 集計方法 

○本調査では，回答全体（n=1,276）をまとめて集計した「単純集計」のほか，性別や年齢層な

どの属性ごとに区分して集計した「クロス集計」を行っています。 
○年齢層別クロス集計について，16～19 歳は回答数が少ないため，本調査の結果が調布市にお

ける当該年齢層の傾向と異なる可能性があることをご理解の上，調査結果をご覧下さい。 

(２) 数値の端数処置方法 

○回答比率は，小数点以下第 2 位を四捨五入して端数処理を行っているため，百分率の合計が

100％にならない場合や，内訳の合計が，表示されている値と一致しない場合があります。 
○上記比率の分母となる回答総数は，「n」として掲載しています。 

(３) 自由意見 

○自由意見は，新たな基本計画の施策体系に基づいて分類しています。 
○複数分野について言及している場合は，適宜分離した上で，該当する項目に分割して掲載して

います。 

(４) その他 

○本文及び図表において，設問選択肢の表記の長いものについては，煩雑さを避けるために，一

部で表記を簡略化しています。 
○一般的に，母集団が 2 万人以上の場合，統計上，無限母集団として捉えるため，2,000 件程度

を対象とすれば母集団全体の意見を反映していると言われています。本調査では，母集団は 2
万人以上の無限母集団であり，対象者数約 3,000 人（回収数約 1,300 件）は調査結果を見る上

で，統計上有効な数値であると考えられます。 


